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令和８年５月

World Ocean 
Plastic
Planning
Center
世界海洋プラスチックプランニングセンター
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PLA PLA
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九州北部は

国内外からの

海洋ゴミ漂着地

２０５０年には

海洋プラスチック流出量の累積が

魚より多くなるとの試算

様々な仲間を巻きこみ、
つながりを強める活動

大阪・関西万博
世界に向けた情報発信

ポケモン・ウィズ・ユー財団等
ビーチクリーンアップ

海洋環境国際
シンポジウム

サガン鳥栖、鳥栖市、NPO法人等
ゼロカーボンマッチ・LTO

名村造船所
ビーチクリーンアップ

伊藤園
ビーチクリーンアップ

地球規模の課題
世界へ発信、国内外との連携
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佐賀の岬から世界の海を取り戻そう

劣化により5ミリ未満のマイクロプラスチック化
そのまま自然界に存在し続ける

生態系、人、産業、環境に影響が
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世界海洋プラスチックプランニングセンター PLA PLA 

地域発で地球規模の課題である海洋プラスチック問題の解決を
目指す世界初の拠点

6月7日（日）11:00～

オープニングセレモニー

招待者（予定）
石原環境大臣
○○大使、○○総領事、○○総領事
○○総領事、○○総領事、○○総領事
九州大学、早稲田大学、ANAあきんど、
名村造船所、サラヤ、ブルーオーシャン
イニシアチブなど

後援：環境省、外務省

6/7 オープニングセレモニー
日本政府、世界各国、研究機関などから多数参加

6/7sun
オープン

日本政府、研究者、企業、学生、
世界の仲間たちと一緒にスタート

一人一人の行動変容を促す

地域発のムーブメントで

世界に仲間を増やす

海プラ問題解決への

道筋を描く

世界初 海洋プラスチック専門
回収、分別、再生をリアルに体験できる

実践型拠点

回収、分別、再生、体験・展示をとおして海洋プラスチック問題を体感
国同士ではできないところを地域（佐賀の岬）からの取組で変えていく的ようこそ
世界海洋プラスチックプランニングセンター
PLA PLA（プラプラ）へ。
唐津・玄海の海は、何千年も前から人や物、技術が行き交い、
世界とつながる入口でした。
この交流が、今の私たちの暮らしや文化をつくっています。
ここ波戸岬から唐津市街地へと続く海岸は、
世界的ダイバー ジャック・マイヨールゆかりの場所。
彼の映画『グラン・ブルー』にちなんで、
ここを通る道は「ルート・グランブルー」と呼ばれています。
ルート周辺には、深く青い海と空、肥前名護屋城、唐津くんちなど、
佐賀の自然・歴史・文化の「本物」の価値がぎゅっとつまっています。
しかし、昔から私たちを見守ってくれていた海に、
今、異変が起きています。
世界中からプラスチックごみが流れついているのです。
私たちの暮らしから出たプラスチックが
陸 から 川 、 海へと流れて、
海流に乗って別の場所へ、
そして、また戻ってくることもあります。
海洋プラスチックは分解されにくく、自然や生き物、
産業にも大きな影響を与えています。
ここPLA PLA は、答えを教えてくれる場所ではありません。
「知ること」 「考えること」 「行動すること」 「未来をつくること」
私たちと海とのつながりの歴史を感じながら、
これから海とどう向き合っていくのかを一緒に考える場所です。
未来をつくるのはあなた自身です。
佐賀県知事 山口 祥義な理念知ること・考えること・行動すること・未来をつくること

   これから海とどう向き合っていくのかを一緒に考え行動をおこす場所

ZEB認証
＼県内公共施設初／

『ZEB』認証
県内公共施設初

ゼ ブ

漂着ゴミの最前線に立地
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波戸岬に世界初 海洋プラスチック専門の教育・体験・交流施設が誕生
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驚きと発見と PLA PLA 展示コンテンツ

海洋プラスチック問題を

見る・気づく・考える 展示空間を演出

これまで見たことのないコンテンツ

是非、現地で体感を！
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有料プログラムの一例

９,５００円/４時間

カフェだけ利用もOK

ランチ付き

予約受付
本日スタート

見る・気づく・考える・体験できる多彩なプログラム

プログラムの流れ

４時間

３時間

３時間

３０分6０分 60分

回収、分別、再生、体験、展示をとおして海洋プラスチック問題を学ぶ

３０分３０分６０分 ６０分 ６０分

ガイド案内付き
ビーチクリーン体験

小中高の探究活動・修学旅行、企業研修・スタディーツーリズム

ディスカッション・
ワークショップ

※写真カエ

※写真カエ ※写真カエ
アップサイクル体験

展示
ガイド案内

再生ラボ
ガイド案内

ガイド案内付き
ビーチクリーン体験

ディスカッション・
ワークショップ

アップサイクル体験
展示

ガイド案内
再生ラボ
ガイド案内

知る・体験する 海洋プラ問題を学ぶ 資源の大切さを体感する再生過程を見学する 自分事化・行動変容へ

団
体

個
人

修学旅行・
探究活動・
企業研修 etc 予約受付

本日スタート1時間

２時間

３時間

４時間

1時間 1時間30分
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PLA PLAを拠点とした今後の取組

回収、分別、再生、体験・展示をとおして海洋プラスチック問題を体感

入館料無料！
<有料体験プログラム（一例）>

※プログラムの内容によって時間・料金の変動あり
●すべてのプログラムを探検するコース
【学生】
2,000円/３時間

【成人】
9,500円/４時間（食事つき） 

●再生体験コース
【個人】
2,000円/１時間

カフェだけの利用も可能

プログラムの流れ

入館無料

 ビーチクリーン

 展示ガイド

 工場ガイド

 体験製造

 ワークショップ

有料プログラムの一例

９,５００円/４時間

（ランチ付き）

カフェだけ利用もOK

佐賀の岬から世界の海を取り戻そう

一人一人の学びと、行動変容を促し

地域から世界へ！

環境教育 国内外との連携

ふるさと寄付金もよろしくね！
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九州大学 早稲田大学

○波戸岬周辺の海岸
のマイクロプラス
チック調査・研究

○波戸岬周辺の大気
中のマイクロプラス
チック調査・研究PLA PLA体験料の支援

最大2,000円／人

バス借上げ費用の支援
借上げ費用の1/2
（上限5万円／台）

＼体験料実質負担なし／

大学との共同研究

周辺観光施設との連携
KMAP

パラセーリング

はじまりの名護屋城。

波戸岬キャンプ場

ルート・グランブルー

海洋環境国際シンポジウムみんなの海
 国際会議vol.3（日程調整中） の開催

大学との共同研究 世界へ発信・提言

環境教育

海洋プラスチック問題の解決に向けた想いと
      未来の子どもたちへのメッセージ

県内の修学旅行等への支援

波戸岬周辺の

マイクロプラスチック調査・研究
海洋環境国際シンポジウム

みんなの海 国際会議 Vol.3

（R9.1月開催予定）

県内小中学校など対象

 プラプラ体験料の支援

最大2,000円／人

 バス借上げの支援

費用の１／２補助（最大５万円）

地域発で世界へ 一人ひとりの学びと、行動変容を促す

世界的な海洋プラスチック問題の解決に向けては、国家レベルでのルールの整備と合わせて、地域から取り組むこと、一人一人の行動変容を
促すことが大切です。多くの人、特に将来を担う子どもたちにプラプラを訪れてもらい、回収・分別・原料化・再生などリアルな体験を通じ
て、海洋プラスチック問題に関心を持ってもらいたいと考えております。また、修学旅行などの旅行商品の造成に取り組むこととしました。
多くの人がプラプラを訪れ、自然な気づきの中で海洋プラスチック問題を考えるきっかけとなり、その動きが世界へ広がるよう取り組んでま
いります。

世界的な海洋プラスチック問題の解決に向けては、国家レベルでのルールの整備と合わせて、地域から取り組むこと、一人一人の行動変容を
促すことが大切です。多くの人、特に将来を担う子どもたちにプラプラを訪れてもらい、回収・分別・原料化・再生などリアルな体験を通じ
て、海洋プラスチック問題に関心を持ってもらいたいと考えております。また、修学旅行などの旅行商品の造成に取り組むこととしました。
多くの人がプラプラを訪れ、自然な気づきの中で海洋プラスチック問題を考えるきっかけとなり、その動きが世界へ広がるよう取り組んでま
いります。

企業研修

学生の環境学習

県内外の修学旅行、企業研修等
の誘致による海プラ問題の発信

九州大学

海岸にたどり着く

マイクロプラスチックの調査・研究

早稲田大学

大気中のマイクロプラスチックの

調査・研究

国際学会、海外の政府機関と連携

海プラを社会へ還元

アップサイクル製品の

展示や販売

利益の一部を環境保全へ活用

回収した海プラから

新たな製品へ
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体験型の学びを提供する世界初の拠点 PLA PLA

回収、分別、再生、体験・展示をとおして海洋プラスチック問題を体感

入館料無料！
<有料体験プログラム（一例）>

※プログラムの内容によって時間・料金の変動あり
●すべてのプログラムを探検するコース
【学生】

2,000円/３時間

【成人】
9,500円/４時間（食事つき） 

●再生体験コース
【個人】

2,000円/１時間

カフェだけの利用も可能

プログラムの流れ

入館無料

 ビーチクリーン

 展示ガイド

 工場ガイド

 体験製造

 ワークショップ

有料プログラムの一例

９,５００円/４時間

（ランチ付き）

カフェだけ利用もOK

佐賀の岬から世界の海を取り戻そう

一人一人の学びと、行動変容を促し

地域から世界へ！

環境教育 国内外との連携

ふるさと寄付金もよろしくね！
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九州大学 早稲田大学

○波戸岬周辺の海岸
のマイクロプラス
チック調査・研究

○波戸岬周辺の大気
中のマイクロプラス
チック調査・研究PLA PLA体験料の支援

最大2,000円／人

バス借上げ費用の支援
借上げ費用の1/2
（上限5万円／台）

＼体験料実質負担なし／

大学との共同研究

周辺観光施設との連携
KMAP

パラセーリング

はじまりの名護屋城。

波戸岬キャンプ場

ルート・グランブルー

海洋環境国際シンポジウムみんなの海
 国際会議vol.3（日程調整中） の開催

海洋プラスチック問題の解決に向けた想いと
      未来の子どもたちへのメッセージ

ビーチクリーン 展示ラボ

カフェスペース

アップサイクル

国際シンポジウム

学び・体験・研究

地域とつながる 世界に発信する

再生ラボ

海洋プラスチックの
回収・再生

アップサイクル
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佐賀の岬から 世界の海を取り戻そう

佐賀県 政策部
TEL:0952-25-7136 FAX:0952-25-7485

MAIL:kikakuteam@pref.saga.lg.jp

お問い合わせ先
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九州大学

波戸岬周辺

KMA
P

パラセ
ーリン
グ

波戸岬周辺を楽しもう

名護屋城波戸岬キャンプ場
ルート・

グランブルー呼子の朝市
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